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昨年の10月に開始した本調査は､予
定通 り5月に終了しました｡概要はす
でに前号で報告しましたので､今回は
近世の土壌から出土 した櫛を紹介しま
しょう｡
この櫛は､共同溝部分 (約13mx4.5
m程)の調査において､近世に掘 り込
まれた土塀 (穴)の底から出土しまし
た｡土塀は一辺が80C皿程度の隅がやや
丸い方形を呈しており､墓の可能性も
考えられます｡櫛は横の長さが11.3cm
を測 り､両端が残っています｡全面が
光沢のある黒漆でしっかりと覆われ､両面には細かな意匠の模様が施されており､優美な美し
きを残 しています｡写真では歯の部分が僅かしか写っていませんが､多数の破片を伴っていま
すので､これから行う保存処理が終われば完全な姿を復元することができるかもしれません｡
(山本悦世)
2001年3月から7月にかけて､事務局裏の発
掘調査を行いました｡岡山で米づ くりが始ま
った弥生時代前期 (約2500年前)にあたる､人々
の生活の痕跡が見つかりました｡
この当時の調査地点付近は､河道と微高地 (坐
活に適した､地形がやや高くなっている場所)
からなってお り､河道の底付近で木の実など
を貯めていた穴 (貯蔵穴)が､3基見つかりま
した｡また微高地部分では､直径2m前後､深
さ約1mの楕円形をした土塀が8基検出されま
した｡
津島キャンパス構内では､この時期の水田
も見つかっていますので､本調査地点の状況
と合わせれば､当時の人々の生活を知る良好
な手がかりとなりそうです｡ (横田美香)
含 後の調査の予定･
夏以降にも､引き続いて事務局付近の発掘調
査を行っています｡随時､見学を受け付けており
ますので､ぜひお立ち寄り下さい｡
絵画資料の写真掲載にあたり､関係
機関には数々のご高配を賜りました｡
記して､感謝の意とさせて頂きます｡
(忽那)
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